
【太】「太」は「泰」の古文だという。
【天】泰山刻石と説文解字の字体が異なる。
【夫】説文解字の「夫」の「大」の部分が「大」の篆書の字体
と合致しない。
【央】説文解字の字体が「大」の字体と異なる。

【失】説文解字の大徐本と段注本の字体が異なる。手部の字だ
とすれば段注本の字体のほうがしっくりくる。包山楚簡に異
体字がある。草書は鄭固碑や楊淮表記の字体をくずしたもの
か。当用漢字表に使われた活字は左払いが欠損している。

太
泰

天

夫

央

失

タ
タイ
ふとい
ふとる
はなはだ

タイ
やすい
やすらか
おごる

テン
あま
あめ
そら

フ
フウ
おっと
おとこ
それ

オウ
なかば

シツ
うしなう
うせる

教 2常①

常①

教 1常①

教 4常①

教 3常①

教 4常①

天天

太

泰

泰

夫
粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用 夫 1 坊っちやん

坊っちやん

中・台・香甲骨 侯馬盟書

散氏盤大盂鼎

睡虎地秦簡

郭店楚簡

中山王方壷説文・夫部 馬王堆

馬王堆

蘭亭序

興福寺断碑

呉・皇象・急就章

智永千字文

孫秋生造像 九成宮 五経・大部

五経・大部

王勃詩序

失

央

央
粘葉本朗詠

元暦萬葉⑨

元暦萬葉⑬

平安・関戸本朗詠

五常俗談集

算法地方大成

開化一寸用文

大 2

大 2 坊っちやん

中国・香港

台湾

中・台・香

甲骨 睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文・冂部

説文・手部

段注・手部

馬王堆 居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

熹平石経

馬王堆 鄭固碑

楊淮表記

王献之

黄庭経

集字聖教序

元虔墓誌

于景墓誌

敬史君碑

司馬顕姿墓誌

昭仁寺碑

薄夫人墓誌

孔子廟堂碑

礼記鄭玄注③

九経・序

聖武天皇雑集

王勃詩序

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

日本紀竟和歌

農家用文章大全

節用

尺牘楷梯

節用

女大学

大 1

水 5

古文

大 1

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

干禄〈俗〉

中・台・香

中国・台湾

香港

中国・台湾唐・香港甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷・金文

金文

金文

戦国・金文

包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

上海楚竹書

説文・水部

説文古文

泰山刻石

説文・一部

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

居延漢簡

敦煌漢簡

陽三老石堂

蒼頡廟碑側

禮器碑陰

馬王堆 史晨後碑

十七帖

淳化閣帖

十七帖

大観帖

王献之

智永千字文

遊目帖

楽毅論

興福寺断碑

蘭亭序

孫秋生造像

敬史君碑

元熙墓誌

高貞碑

九成宮

九成宮

九成宮

五経・序

干禄字書

五経・水部

五経・序

王勃詩序

光明皇后

王勃詩序

王勃詩序

風信帖

伝空海
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【大】太
1
天
1
夫
1
央
2
失
2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【奈】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。「奈」は
説文不録だが、康煕字典に「同柰」とあるので「柰」を載せ
た。篆刻では「奈」の代わりに「柰」を使う。ただし印鑑登
録の際に「奈」の意味で「柰」を使うと自治体によっては不
可になるかもしれない。

夷

奄

奇
竒

奈
柰

奉

奔

イ
えびす
えみし
たいらげる

エン
おおう
たちまち
ふさがる

キ
あやしい
くし
めずらしい

ナ
ナイ・ダイ
なんぞ
いかん
いかんぞ

ダイ
ナ
いかん
いかんぞ
いかんせば

ホウ
ブ
たてまつる

ホン
はしる

人①

人①

常①

②

教 4常①

④

常①

常①

夷

夷

奄

奄

柰柰

奇

奈奈
屏風土台

元暦萬葉②

元暦萬葉⑭

粘葉本朗詠

節用

節用

節用

大 5

木 5

大 5 坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字〈許〉

明治の漢字〈正〉

陸軍

明治の漢字

中国・香港台湾

中国・香港台湾

中・台・香

甲骨

甲骨

甲骨

包山楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文不録

説文・木部

説文・大部

馬王堆

漢・馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

□臨為父通作封記

北海相景君碑

熹平石経

敦煌漢簡

婁寿碑

争乱帖

争乱帖

姨母帖

姨母帖 王羲之・孔侍中帖

十七帖 集字聖教序

仏説梵摩渝経①

元珍墓誌

崔敬邕墓誌

玉台新詠②

老子徳経下

張通墓誌

温彦博碑

琱玉集

越州録

王勃詩序

杜家立成

奉

奉

奔

元暦萬葉②

元暦萬葉④ 平安・元暦萬葉⑥

久松切

粘葉本朗詠

庭訓往来

節用

消息往来

大 5

古文

大 6

古文

坊っちやん

こころ

陸軍〈通用字〉

中国・台湾

香港

中・台・香

侯馬盟書

散氏盤

金文

大盂鼎

包山楚簡

睡虎地秦簡石鼓文

中山王鼎

泰山刻石

説文・廾部

説文・夭部

武威漢簡

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆 石門頌

乙瑛碑

桐柏廟碑

熹平石経

淳化閣帖

唐・書譜

集字聖教序

王羲之・二謝帖

敬史君碑

高貞碑

九成宮

道因法師碑

九経・序

五経・夭部〈説文〉

五経・夭部〈隷省〉

王勃詩序 上代・風信帖

空海・金剛般若経開題

王勃詩序

関戸本朗詠

元暦萬葉④

元暦萬葉④

後宇多天皇

節用

節用

大 3

古文

大 5

中国・台湾

香港

中国・香港

台湾

金文甲骨

甲骨 侯馬盟書

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文・大部

説文・大部

馬王堆

新居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

曹全碑

西嶽崋山廟碑

孫過庭

淳化閣帖

大観帖

集字聖教序 高貞碑

鄭羲下碑

天柱山銘

顕祖婿侯骨氏墓誌

元新成妃李氏墓誌

温彦博碑

等慈寺碑

九成宮

皇甫誕碑

五経・大部

干禄字書

五経・大部

王勃詩序

聾瞽指歸

琱玉集

聖武天皇雑集

杜家立成
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【大】夷
3
奄
5
奇
5
奈
5
奉
5
奔
5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【奥】説文篆文の字形を楷書にすれば「奧」の方が近いとおも
うのだが、五経文字では「奥」。中国でも日本でも書かれて
いた字体は｢奥」。「奧」は康煕字典、文部省活字、当用漢字
表が採用している字体。「奥」は常用漢字表が公布された昭和
24年当時、磐田母系製造所になかった字体。太宰治が「奥」

を書いているのが興味深い。
【奨】中国から日本の平安時代まで下部を「廾」にしている。
江戸期以降は下部を「大」にしている。康煕字典は「奬」を
「大」の部首に「獎」を「犬」の部首に載せている。説文篆文
に従えば「獎」のはずだが文部省活字も当用漢字表も「奬」。

②

契
契

契

奏

套
奥
奧

奨
奬

獎

ケイ
キツ・ケツ
ちぎる
きざむ
わりふ

ソウ
かなでる
すすめる

トウ
かさねる
おおい

オウ
おく
くま

ショウ
ソウ
すすめる

常①

教 6常①

人①

常①

人②

常①

人②

契

契

奏

奏

套套

元暦萬葉⑥ 節用

開化往来

大 6

古文

古文

古文

古文

大 7

坊っちやん

こころ

教科書〈俗〉 中国・台湾

香港

中国・台湾香港

甲骨

甲骨

睡虎地秦簡 説文・夲部

説文古文

説文古文

説文不録

居延漢簡

新居延漢簡

馬王堆 乙瑛碑

西嶽崋山廟碑

唐・書譜 興福寺断碑 鄭羲下碑 昭仁寺碑 九経字様・序 琱玉集

元暦萬葉②

元暦萬葉⑰

粘葉本朗詠

七夕

冥加訓

大 6 × 干禄〈通〉 中国・台湾

香港

金文 説文・大部睡虎地秦簡 唐・書譜 集字聖教序 元楨墓誌

弔比干墓文

暉福寺碑

九成宮

化度寺碑

雁塔聖教序

干禄字書

五経・大部

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

奖

奥

獎

獎

奧 奧
元暦萬葉①

伝藤原行成

五穀無尽蔵

五穀無尽蔵

節用

大 10

大 11

犬 11

坊っちやん

坊っちやん

陸軍

漢字要覧

×

×

中国

台湾 香港

中国

香港

台湾

説文・宀部

説文・犬部

甘陵相残碑

禮器碑

集字聖教序 壇賓墓誌

敬史君碑

壇賓墓誌

陳 墓誌

雁塔聖教序

等慈寺碑

樊興碑

五経・宀部 王勃詩序

聖武天皇雑集
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【大】契
6
奏
6
套
7
奥
9
奨
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【奪】下部を「集」にする異体字があり、干禄字書では〈俗〉
とするが平安以降の日本では書かれることが多い。
【奮】下部の「田」を「臼」または臼の略字の「旧」にする異
体字があり、干禄字書では下部を「臼」とする字を〈俗〉と
している。日本では下部を「旧」とする字が書かれ、漱石も

書いている。
【奴】常用漢字表に「ヌ」「やつ」「やっこ」の読みは載ってい
ない。

奪

奮

女

奴

好

如

ダツ
うばう

フン
ふるう

ジョ
ニョ
ニョウ
おんな
め

ド
ヌ
やつ
やっこ

コウ
このむ
すく

ニョ・ジョ
ごとし
しく
もし
ゆく

常①

教 6常①

教 1常①

常①

教 4常①

常①

夺

奪 奪

女

女

奴

奴奴

無量義経

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉②

節用

節用

節用

節用

大 13

女 0

康煕古文

女 2

古文

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

五経〈俗〉

中国・香港

台湾

中国

香港台湾

甲骨

令鼎

侯馬盟書

大盂鼎

令鼎

金文

金文金文

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

中山王鼎

睡虎地秦簡 戦国・郭店楚簡

包山楚簡包山楚簡

説文・奞部

泰山刻石

説文・女部

説文・女部

説文古文

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

武威漢簡

楊叔恭残碑

三老諱字忌日記

曹全碑

桐柏屏碑

十七帖

澄清堂帖

澄清堂帖

王献之

王献之

元 墓誌

弔比干墓文

敬史君碑

高貞碑

鄭長猷造像記

敬史君碑

等慈寺碑

倪寛伝賛

孟法師碑

倪寛伝賛

干禄字書

五経・隹部

九経・部首

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

杜家立成

画図讃文

奋

奮 奮
中国

台湾 香港

好

好

好

如

如如
屏風土台

屏風土台

農家用文章大全 女 3 坊っちやん 中国

香港台湾

甲骨

郭店楚簡 信陽楚簡

石鼓文 睡虎地秦簡 説文・女部 馬王堆

馬王堆

乙瑛碑

曹全碑

集字聖教序

十七帖

集字聖教序 爨龍顔碑 孔子廟堂碑 九経・序 王勃詩序

王勃詩序

奈良・空海

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用 女 3

古文

坊っちやん

坊っちやん

中国

台湾

香港

甲骨

甲骨

殷・金文

殷・金文金文

金文

上海楚竹書石鼓文

郭店楚簡

郭店楚簡

戦国・郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文・女部

説文・女部 馬王堆

居延漢簡

北海相景君碑

桐柏廟碑

淳化閣帖

澄清堂帖

張猛龍碑 伊闕仏龕碑 王勃詩序

藤原行成 節用

庭訓往来

大 11

古文

干禄・俗 中国

台湾 香港

金文 睡虎地秦簡 説文・奞部 銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

北海相景君碑

興福寺断碑 元緒墓誌 皇甫誕碑

皇甫誕碑

干禄字書

五経・隹部

杜家立成

聾瞽指歸

198 199

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【大】奪
11
奮
13
【女】女

0
奴
2
好
3
如
3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



書いてもよいことになる。
【妙】説文解字では「玅」の字体。弘道軒四号と三号で字体が
異なる。

【妃】旁は説文解字では「己」、五経文字も「己」、康煕字典は
「已」、文部省活字は「己」、当用漢字表は「已」、当用漢字字
体表は「己」。手書きでは「己」、「已」、「巳」はあやふやにな
る。常用漢字表に「きさき」の読みはない。
【妄】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加

された。
【妥】説文解字の大徐本には不録で段注本には掲載。
【妊】「姙」という異体字がありそれを顔真卿が「多宝塔碑」
で書いている。「明治の漢字」では「娠」の〈許容〉の異体字
に「妊」をあげている。その通りなら「妊娠」を「妊妊」と

④

妃

妄

妓

妥

妊
姙

妨
妙
玅

ヒ
きさき

モウ
ボウ
みだりに

ギ
わざおぎ
あそびめ
こ

ダ
タ
やすらか
おだやか

ニン
ジン
はらむ
みごもる

ボウ
ホウ
さまたげる

ミョウ
ビョウ
たえ
わかい

常①

常①

①

常①

常①

②

常①

常①

妄

妄妄

妃

妃

妃
関戸本朗詠

粘葉本朗詠

久松切

元暦萬葉⑬

墨流本朗詠

節用

再板農業全書

節用

女 3

女 3

坊っちやん

こころ

○ 中国

香港

台湾

中国

香港台湾

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

郭店楚簡

戦国・金文

毛公鼎

説文・女部

説文・女部 馬王堆

武威漢簡

禮器碑

唐・書譜 蘭亭序

元詳造像記

賀蘭汗造像

中岳崇高霊廟碑

伊闕仏龕碑

信行禅師碑

五経・女部

法華義疏

聾瞽指歸

妓

妓妓
雲紙本朗詠

雲紙本朗詠

平安・伊予切①節用

婬事戒

女 4 坊っちやん 中国

香港台湾

説文・女部 本際経聖行品

妥

妥妥

妊

妊妊

妙

妙妙

妨妨妨
粘葉本朗詠

元暦萬葉②

元暦萬葉⑩

節用

節用

心学心得艸

東海道中膝栗毛

女 4

女 6

女 4

女 4

弘道軒三号

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

明治の漢字
「娠」の〈許容〉 中国

香港台湾

中国香港台湾

中国

香港台湾

甲骨

金文

金文

金文

金文

銀雀山竹簡

説文・女部

説文・女部

説文・弦部 郭有道碑 漢時帖 漢時帖

常季繁墓誌

張猛龍碑

暉福寺碑

多宝塔碑

玄言新記明老部

孔子廟堂碑

五経・女部

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

伝藤原行成 女 4 こころ × 中国

香港台湾

甲骨

殷・金文

金文

金文

望山楚簡 段注・女部 陸東之・文賦

200 201

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【女】妃
3
妄
3
妓
4
妥
4
妊
4
妨
4
妙
4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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